
　南魚沼の景色は本当にきれ
いです。周辺を散策しながら

山々や田畑の景色を眺めていると、突然畏敬の念を抱くことがあ
ります。まるで絵画の中にいるかのような感覚になり、南魚沼に
いるということが信じられなくなるほどです。国際大学に来て以
来、普光寺・毘沙門堂が好きでよく訪れています。

　イランは古代オリエントの時代からの悠久の
歴史をもつ国で、世界遺産も多く観光スポットが

たくさんあります。自然が好きな人も、歴史が好きな人もイランのとりこに
なるでしょう。 日本のように四季があり、北部の山脈地では雪山や緑豊かな
森を、南部では砂漠や熱帯の気候を楽しむことができます。
　イランの料理はおいしく、世界一だと思っています。 長い歴史が育んださ
まざまな料理の種類があります。どれも主食の米やナンと一緒に食べること
が多いです。

　２月３日㈭、大崎保育
園で節分行事の豆まきが
行われました。鬼が登場

すると、園児たちはその迫力に驚き
ながらも「鬼は外！」の大きなかけ
声とともに、豆に見立てた新聞紙の
ボールで一生懸命に鬼を追い払いま
した。
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　「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と
は昔からよくいわれていることですが、月日の

流れの早さを実感しています。早いもので令和３年度もあと
１か月となりました。卒業や進学、就職、転勤などで環境が
大きく変わる人も多いと思います。一日一日を大切に過ごし、
準備万端で新しい春を迎えられるとよいですね。春はすぐそ
こです。（Y.T）


